
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

向夏の候、貴社ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し

上げます。 

さて、昨年３月１１日東北地方に発生しました未曾有の大震災から１年と数ヶ月が経過しましたが、福島原

発事故に伴う放射能汚染が復興の妨げになっていることは認めざるを得ない事実であります。現在、福島第

一原発は全ての原子炉で冷温停止状態を保ってはいますが、事故当時に環境に放出された放射性物質の

量は甚大であり、それは今も環境に大きな影響を及ぼし続けています。ガレキの処理処分、食物連鎖、動植

物への被曝影響等について、実情を「 正しく・こわがる・恐れる 」ことが大切なことだと考えています。政府や

マスコミからの情報公開の問題点やさらに得られた情報をどのように正しく理解してゆくべきか、日本機能性

イオン協会の責任も重いと考え、このたび直接我々の生活・活動に関係するテーマを選び記念講演をお願い

しました。まさに “正しく・こわがる” 問題提起をしていただきますので、活発な議論を期待しています。 
                                                  

１３：２０  開 会 宣 言 

１３：２５ 

｜ 

１４：５５ 

 

『『  水水資資源源ＨＨ22ＯＯのの不不思思議議なな力力  』』  
 

 
世界人口の増加に伴う水資源不足が心配され、水源の確保と水資源の再開発が急がれる現況について 
説明し、人間の生命維持及び産業活動への再考察をすると同時に、Ｈ２Ｏの超能力を理解するために、  
水の持つ力と効用について詳細に説明し、健康維持、美容、老化防止そして寿命までもが水によって 
自由自在にコントロール出来ることにふれ、空気中のイオン（マイナスイオン）の効用についての実験結果 
について解説します。 

 

浅田 敏勝 氏  日本機能性イオン協会 理事長 

１４：５５ 

｜ 

１５：２５ 

 

『『  皮膚毛細血管像について 』』  
  

血流観察装置を使用して、皮膚毛細血管像に関する研究結果のデータの提示をおこなう。 
この装置は、簡便に血流を観察が可能で、人の健康状態を表しているといわれている。 
今回は、少数例の結果であるが、報告をする。併せて、私どもの研究室施設の実験設備に関する紹介も 
行う予定である。 

 

宮﨑 正己 氏   医学博士  早稲田大学 人間科学部 教授   

１５分  休  憩  

１５：４０ 

｜ 

１７：２０ 

『『  東日本放射線衛生調査からの報告  

  福島は低線量で健康被害なし 』』  
 

大津波に襲われ環境へ放射性物質が顕著に漏えいした福島第一核エネルギー施設の事象に関連した 
公衆の放射線衛生を、筆者は調査している。震災の年の４月に甲状腺中の放射性ヨウ素を検査し、  
体内セシウム検査を６月以後、実施している。筆者は、広島の黒い雨、チェルノブイリ原子炉事故をはじめ、 
セミパラチンスク核実験など、世界各地の放射線被曝を調査している。今回は、福島の調査結果を、 
チェルノブイリ原子炉事故や広島核爆発災害の事例と比較することで、福島県民の低線量被曝が健康  
被害をもたらさないことを示す。 

 
高田  純 氏  理学博士  札幌医科大学 教授 大学院医学研究科放射線防護学   

１７：２５  閉 会 宣 言 

  
 特定非営利活動法人  日本機能性イオン協会   

 第 11 回定例総会  記念講演 
 

２０１２年７月１３日（金）早稲田大学２６号館（大隈記念タワー）３０２教室  
企画実行 ： 日本機能性イオン協会 事業委員会 



 

・ 日   時 ： 平成２４年７月１３日（金 ）    

講演会 １３：２０～１７：２５ 

懇親会 １７：３０～１９：００ 

・ 参 加 費 ：  一  般 ￥１０,０００－ 

会  員 ￥ ５,０００－ 

・ 懇親会費 ：  ￥ ５,０００－ 

       レストタン 西北の風 

（大隈記念タワー 15Ｆ） 

・ 会   場 ： 早稲田大学 

２６号館(大隈記念タワー) ３０２教室 

東京都新宿区早稲田鶴巻町 516-1 
 

  

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

第 11 回  記念講演  参加申込書     FＡＸ Ｎｏ．０６－４８０９－４０９９   

参加企業名 TEL 

御住所 〒 

  

FAX 

参加費（税込み） 参加人数 小計 参加者名 

一  般 １０,０００ 人   

会  員  ５,０００ 人   

懇親会  5,０００ 人   

 

お振込み合計金額  ：  ￥                     
（振込手数料は御負担下さい） 

請求書          領収書 
 

( 要 ・ 不要 )   ( 要 ・ 不要 ) 

 

・ 申込要領   
下記申込み用紙にご記入の上、ＦＡＸにて日本機能性イオン協会事務局に 

お申込み下さい。参加費は下記口座へお振込み下さい。  

お申込み・お振込みの締切りは ７月 ６日 （金 ）です。 

申込み者ご本人が欠席される場合の返金は致しませんのでご了承下さい。 

その場合、代理の方が参加頂いても結構です。 お申込みは受付順となり 

ますが、満席の場合はお断りすることがございます。   
振込先  三菱東京ＵＦＪ銀行  江坂駅前支店  普通０９９４３１１    

郵便局総合口座   記号１４０２０  番号２８７８１４７１  

口座名：日本機能性イオン協会  

上記御住所に当協会のご案内をお送りさせて頂くことがありますが、個人情報は法令に基づき厳重に保管させて頂きます 

日 本 機 能 性 イ オ ン 協 会  

JAPAN ASSOCIATION OF ION        RESEARCH AND APPLICATION  
大阪市東淀川区東中島 1-19-11大城ビル５F        tel:06-4809-4098 fax:06-4809-4099 

 

 

 

 
特 定 非 営 利  

活 動 法 人  

 

  こちら！ 

 
【電車でのアクセス】 

 

東京メトロ東西線 早稲田駅 徒歩５分 

東京メトロ副都心線 西早稲田駅 徒歩 17分 

JR山手線・西武新宿線 高田馬場駅 徒歩 20分 

都電荒川線 早稲田駅 徒歩５分 

 

【バスでのアクセス】 

 

都バス 高田馬場駅前から「学０２早大正門前行」 

早大正門前下車 徒歩 1分 

 
 
 


